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Abstract 
Common teaching materials for singing, which are particular songs for generations set by the Ministry of 
Education in Japan, have been employed for the curriculum guideline. Since 1998, common teaching materials 
for appraising, which are particular pieces of music set by ministry of education, have not employed for the 
curriculum guideline. This change came about as a result of fewer music lessons being provided in Japanese 
schools; it was not because there was any question over the essential significance of the common teaching 
materials presented. We reviewed the significance of common teaching materials in a previous study. There, we 
examined how the Fate motif in Beethoven’s Fifth Symphony was dealt with in textbooks and teacher manuals. 
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 音楽科では，「共通教材」というと「歌唱共通教材・鑑賞共通教材」のことを思い浮かべる。しかし，  こ
のことは音楽科に特有なことであるらしい。 
 学校教育における一般的な「共通教材」の理解とは，以下である。国は昭和 42 年に「教材基準」を策定










 さらに，CiNii Articles を「共通教材」で検索すると，170 件の論文がヒットした。それらのうち音楽科
と関連する論文が 48 件，それ以外が 122 件であった。音楽科以外の論文には，例えば，高等専門学校の共
通教材に関する論文，語学学習のための共通教材に関する論文，などがあった。 
 音楽科の「共通教材」に関する論文の内訳は，「共通教材」の再考に関するもの 6 編，指導法等に関する
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に関してはA と B，短歌と俳句に関しては C と D，物語に関しては E と F，というように具体的な教材名
が指示されていたらどうであろうか。また，図画工作科の「鑑賞」の指導で，第 1・2 学年では G と H，
第 3・4 学年では I と J，というように具体的な教材名が列挙されていたらどうであろうか。 
 
Ⅲ 「歌唱共通教材」の学習度 
 筆者たちは，吉富・三村（2009）において，中学校・高等学校・大学等の 3,775 人を対象として，小学
校歌唱共通教材の各曲を学習したかどうかを調査した 2）。 
 それらのうち，中学生・音楽経験無群（授業以外で音楽学習経験の無い者）が全 24 曲の歌唱共通教材の
うち，学習したと回答した人数が 1/3 に満たない曲は，《ふじ山》《まきばの朝》《スキーの歌》《かくれん





 スメタナ（1824-1884）作曲「《モルダウ》（ブルタバ）」（連作交響詩「我が祖国」から）は，昭和 52 年




 連作交響詩「我が祖国」（スメタナの晩年，聴力を失った 1874-1879 年に作曲）の全体を鳥瞰して，ビシ
ェラード（ビシェラードはチェコ語の表記。独語での表記はビシェフラト）の主題がどのように扱われて
いるのかを検討する。 
 第 1 曲《ビシェラード（高い城）》では，冒頭で 2 つのハープによって，ビシェラードの主題が奏される。
そして，ビシェラードの主題は，さまざまに変容されながら，約 14 分半，全 315 小節のこの曲の全体を統
一している。つまり，第 1 曲《ビシェラード（高い城）》では，ビシェラードの主題が反復され続けている
のである。1 度でもこの曲を聴いたことのある人なら誰しも，この主題を聴き逃すことはないであろう。
第 2 曲《モルダウ》は 8 つの部分から成り，水源での水の滴り落ちる様を描写したフルートとクラリネッ
トの 16 分音符の交互奏に始まる。よく知られた「モルダウのテーマ」によって全体が統一されている。そ
して，全体で約 12 分間のこの曲の最後のクライマックス部分にビシェラードの主題が回想されている。第
3 曲《シャールカ》は，モルダウの言によれば，勇女「シャールカ」の伝説に基づいている。第 4 曲《ボ
ヘミアの牧場と森から》は，チェコの自然の美しさを賛美する曲である。次の第 5 曲《ターボル》と第 6
曲《ブラニーク》とは，それまでの 4 曲とは異なり，相互に密接に関連し合い，チェコの歴史を反映して
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 本項では，《モルダウ》に関する「A ビシェラードの主題」と「B 作曲者スメタナの祖国に対する想い」
が，音楽科教科書にどのように記述されているのかを検討する。 
Ⅳ-２-１ 『昭和 53 年版中学校学習指導要領』に基づく中学校第 3 学年音楽科教科書の検討 
Ⅳ-２-１-１ 音楽之友社 









ける。昭和 58/59 年の『改訂 中学生の音楽 3』でもまったく同様である。「はじめに」の本研究の発端
で触れたのは，この教科書である。 
 ところが，昭和 61/62 年の『中学生の音楽 3』では，劇的に変化している。つまり，ビシェフラトの主
題が奏される箇所では，「管楽器はかつて栄えた “ビシェフラト” の城を示す主題を力強く演奏し」と大き
く変化する記述となっている。さらに，「楽曲と作曲者について」では，「祖国愛をモルダウ川の流れに沿





ト” の城」，「祖国愛」，「民族的独立を求める気持ち」という記述は，音楽之友社版ではこの昭和 61/62 年
の教科書で初めて見られたのである。平成 1/2 年の『改訂 中学生の音楽 3』でもまったく同様である。
これによって初めて，スメタナの真意を教授することが可能となったのである。  
Ⅳ-２-１-２ 教育芸術社 






ながら聴こう」と記されている。昭和 58/59 年，同 61/62 年でも同様である。 
Ⅳ-２-１-３ 教育出版 
 昭和 55/56 年の『中学音楽 3』では，スメタナがモルダウに付した標題が示されており，そのテキスト
が「この河は古くて尊いビシェラード（城）にあいさつする」と紹介されているだけである。音楽之友社
と同様である。昭和 58/59 年でも同様である。ところが，平成 1/2 年『改訂中学音楽 3』では，「鑑賞の
ポイント」で「3．この曲の作曲された時代的地理的背景から，スメタナがこの曲に込めた気持ちを考えて
聴こう」，「作曲者について」で「祖国愛をうたった数多くの作品を残した」と記している。スメタナの想
いについての記述が新しく加えられている。平成 4/5 年でも同様である。 
Ⅳ-２-１-４ 『昭和 53 年版学習指導要領』に基づく中学校第 3 学年の《モルダウ》に関する内容の 
         変化のまとめ 
 3 社の教科書を概観して明らかになったことは，以下である。音楽之友社では，昭和 55/56 年と 58/59 年
の教科書のビシェラードの主題に関する記述はまったく不十分であり，スメタナがこの曲に託した祖国へ
の想いに関する記述もまったくなかった。しかし，昭和 61/62 年と平成 1/2 年のものでは，「かつて栄えた 
“ビシェフラト” の城」，「祖国愛」，「民族的独立を求める気持ち」という文言が加えられ，劇的な変化が読
み取れる。 
 教育芸術社では，昭和 55/56 年，同 58/59 年，同 61/62 年のすべてで，ビシェラードに関する記述もスメ
タナの想いに関する記述も適切なものであった。 




 このように，『昭和 53 年版学習指導要領』に基づく《モルダウ》の記述は，3 社 3 様である。教育芸術
社では，当初から適切で満足できる内容であった。音楽之友社では，当初は不適切な記述であったが，昭
和 61/62 年の教科書から適切な記述に変容している。教育出版でも，平成 1/2 年の教科書から劇的に変容
して，満足できる記述に改められている。これらの文部省検定済み教科書で，その内容が劇的に変容した
契機を考えることも，重要であろう。 
Ⅳ-２-２ 『昭和 53 年版学習指導要領』に基づく中学校第 3 学年音楽科教科書の教師用指導書 




 昭和 55/56 年の『精選 中学生の音楽 3 教師用指導書』では，2 つの学習の展開例が 4 頁にわたって
示されている。展開例 1 では，「ねらい」として「「モルダウ」を聴き，多彩な管弦楽の響きから，標題音
楽の表現内容を想像させる」と記されているように，ビシェラードの主題に関する記述は皆無である。展






 ところが，教科書と同様に，『教師用指導書』の記述もしだいに変化している。まず，昭和 58/59 年の『改
訂 中学生の音楽 3 教師用指導書』では，上記の昭和 55/56 年の『精選 中学生の音楽 3 教師用指導






 さらに，昭和 61/62 年の『中学生の音楽 3 教師用指導書』では，上記の昭和 58/59 年のものに新たに
数点が加えられている。第 1 に，「説明」の部分に，「関連教材として「フィンランディア」が加えられて
いるおり，その説明として「「我が祖国」同様，祖国愛が込められた作品であり，当時のヨーロッパの民族














ロバキアの歴史」が 1 頁，「「モルダウ」の指導に関するメモ」が 1 頁加えられている。「チェコスロバキア
の歴史」では，「スメタナの音楽活動から，その民族的なかかわりを拭い去ることはできない。彼の音楽活
動は，チェコスロバキア（当時ボヘミア）の歴史を背負っているのである」として，1848 年のフランスの
2 月革命が，ハプスブルグ家の支配下にあったチェコにも影響を及ぼし，革命軍と支配軍との戦いが 6 月
12 日から 17 日までの間，プラハで激しく行われ，スメタナも革命運動に参加し，行進曲や最初のチェコ
語の歌詞による曲を作曲したこと，などが詳細に記されている。「「モルダウ」の指導に関するメモ」では





Ⅳ-３ 『平成元年版中学校学習指導要領』に基づく中学校第 1 学年音楽科教科書の検討 
Ⅳ-３-１ 音楽之友社 
 平成 4/5 年の『新編 中学生の音楽 1』では，《モルダウ》に関する部分は，すべて昭和 61/62 年・平
成 1/2 年の劇的に変化した記述のものと同一であった。 
  Ⅳ-３-２ 教育芸術社 
 教育芸術社の教科書には，非常に大きな変更があった。前述の『昭和 53 年版中学校学習指導要領』に基
づいた教科書では，ビシェラードの主題に関する記述も，スメタナの祖国に対する想いも，適切に記述さ
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れていた。ところが，『平成元年版』に基づいた平成 3/5 年以降の『中学生の音楽 1』では，次のように
変更されている。 





う記述が，平成 8/9 年の教科書では完全に削除されている。第 3 に，平成 3/5 年の教科書にあった「作曲
者と楽曲について」もすべて削除されている。しかし，平成 13/14 年の教科書では，第 3 の点は回復して
いる。 
Ⅳ-３-３ 教育出版 




れている。しかし，平成 13/14 年の「中学音楽 1 音楽のおくりもの」では《モルダウ》の頁数がこれま




ないが，ビシェフラトに関しては，「（連作交響詩 第 1 曲のテーマが拡大される）ビシェフラトの丘を仰
ぎながら流れ去るブルタバ」とやや後退した記述となっている。 
 
Ⅳ-４ 『中学校指導書 音楽編』の《モルダウ》に関する記述 
  これらの中学校音楽科教科書と同指導書に大きな影響を与えたと思われる文献がある。文部省著作の『中
学校指導書 音楽編』である。 
『中学校指導書 音楽編』（昭和 53 年 5 月）（以下，『昭和 53 年版』）での《モルダウ》に関する記述は
以下である 5)。昭和 52 年 7 月の中学校学習指導要領改訂に対応したものである。 
 
「モルダウ」（交響詩『我が祖国』から）        スメタナ 作曲 
〈楽曲の特徴〉 





この曲の中心になる主題は 8 分の 6 拍子の流れるような親しみやすい旋律である。ポルカは 4 分の














 『中学校指導書 音楽編』（平成元年 7 月）（以下，『平成元年版』）での《モルダウ》に関する記述は以








 両者を比較する。まず第 1 に，指定された学年が異なっている。『昭和 53 年版』では第 3 学年に配当さ
れているが，『平成元年版』では第 1 学年に配当されている。その理由は明らかにされていない。こうした
共通教材の学年間での移動は，他にも散見されるが，いずれの場合にも，その理由は明らかにされていな
い。しかし，鑑賞共通教材《モルダウ》が第 3 学年から第 1 学年に移動した理由や，その他の移動の理由
も明らかにされてしかるべきである。 







 一方，『平成元年版』で削除された重要な語・テキストは，「また，終わりの部分には第 1 曲のビシェラ
ード（チェコの栄光に満ちた時代の城の名）の動機が効果的に生かされている」である。このテキストは，







「モルダウ（ブルタバ）」（連作交響詩「我が祖国」から）     スメタナ作曲 
〈楽曲の特徴〉 
 この曲は，ボヘミア（チェコスロバキアのチェコ地方の呼び名）の作曲家スメタナ（1824～1884）
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作性は希薄になっているといえる。 

















プラン：次期学習指導要領改訂時から，表現 A の項の共通教材に関する記述を削除する。 



























- 24 - 
 
3．現行の小学校歌唱共通教材の学習度を調査した結果，全体の 1/4 の楽曲については，学習したと回答し









1）吉富功修，三村真弓，徳永崇（2011）「中学校音楽科鑑賞共通教材 ベートーヴェン作曲交響曲第 5 番 
  《運命》に関する研究」『環太平洋大学研究紀要』第 4 号，pp.49-53。 
2）吉富功修，三村真弓（2009）「小学校音楽科の歌唱共通教材に関する研究（1）－小学校における学習度 
  に注目して－」『中国四国教育学会誌（CD-ROM 版）』55 巻（2 号），pp.675-680。 
3）例えば，鈴木渉，伊藤綾（2011）「歌唱共通教材の履修度と周知の状況を調査する＝歌い継がれる曲の 
  価値に関する考察＝」『山形大学紀要（教育科学）』第 15 巻（2 号），pp.163-184。 
















7）ディベーター：吉永早苗・山田潤次・吉田孝・八木正一，ジャッジ：二杉孝治（1998）「課題研究 B モ 
   デルディベート」 論題「文部省は、小学校学習指導要領、中学校学習指導要領から、音楽科の共通教 
  材を削除すべし」」『音楽教育学』第 27-4 号，pp.25-27。 
8）吉富功修，三村真弓，光田龍太郎，藤井恵子，桑田一也，松前良昌，増井知世子，原寛暁（2007）「中 
   学校における音楽科の学力を確かなものとする教育プログラムの開発（1）中学校入学時の音楽学力の 
  実態を中心として」『学部・附属学校共同研究紀要』第 36 号，pp.155-163。 
